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2022 年 6 月号 
毎月 15日発行 

Vol.309 

音声版は当協議会の閲覧コーナーにあります。 

今年度もボランティア情報冊子「夏“だけじゃない”ボランティア」の製作が決定いた

しました！ 

ボランティアの始め方から、心構え、準備などに加え、区内の施設・団体の紹介ページ

も収録しています。 

ボランティアの先輩たちの声や、カラーページもより見やすく編集中！ 

配布場所は、豊島ボランティアセンターにて。詳細はまた改めてお知らせいたします！ 

助成金事業の締め切りが 6月 30日（木）に迫っています。 

申込予定の方はお忘れなく！！ 
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以前作った、大きく丈夫なエコバッグは、社会福祉協議会で実施している生活困窮者の方への食料支援

や子どもスキップで活躍しています。 

食料支援では、さまざまな食料品やお米をお渡しするため、どうしても荷物が重くなってしまいます。厚

生地でしっかりしたエコバッグは長く使えると共に、地域の方の温かい想いが感じられると大好評です。 

今回のマスク作りのように、おしゃべりを楽しみながら個々で作ることもあれば、大きな作品を役割分

担して作ることもあります。それぞれの体調や家庭の事情、ご近所のことなども、気心の知れた仲間だか

らこそ、ざっくばらんに話し合い、みんなが無理なく参加できる活動を続けていらっしゃいます。 

 

代表の相良さんのお宅で開催されている、サロンどんぐり。 

第2・4週は、雑司が谷中央児童遊園（通称UFO公園）の清掃

と花壇の手入れをしてから、お昼前まで活動をされています。 

お子さん同士が同級生のママ友達の集まりから始まった会

で、50年来のお付き合いがある皆さんです。 

活動内容は、毎回皆さんで話し合って決めています。 

つつじや桜、サクラソウのお花見会、おはぎ作り、夏にはホウ酸だんご作りな

どもしています。昔はみなさんで洋裁をしていたことから、手芸や裁縫の活動

も多く、バッグや服、財布等の小物も作っていらっしゃいます。「一人ではやら

ないことも、仲間と一緒ならね」とお話されていました。 

 お伺いした日は、不織布マスクにワンポイントを付けるデコパージュマスク

作りをされていました。街中で知らない人から「どこで買えますか？」「売って

もらえませんか？」と声を掛けられることもあるそうです。他の地域活動の仲

間にも好評で、たくさん作ってもすぐになくなってしまうそうです。 

 

 

サロンどんぐりさん 

へ行ってきました 

※開催場所と人数の関係から、新規メンバーの受け入れは難しい状況です。ご了承ください。 

 

←慣れない手つきでデコパージュに挑戦する職員 
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活動までの流れ 
施設・団体での活動の場合 

①活動を希望する「連絡先（担当者）」へ直接連絡を入れる。 

②質問事項等があれば事前に伝え、面接日等の確認をする。 

個人の場合 

①当センターで、職員から詳細説明を受ける。 

②職員が顔合わせの日程調整を行う。 

③職員同席のもと、募集者と直接会って、活動内容の確認や

今後の予定等について話し合う。 

④話し合いが終了したら、お互いの連絡先を交換して終了。 

 （以降、連絡は直接行う） 

 

ボランティア募集！ 

＜施設・団体＞ 
 

おもちゃの図書館｢あいじえん｣ 
大塚にあるおもちゃの図書館｢あいじえん｣でボランティア

をしてみませんか？障がいのあるお子さん、ないお子さんと

一緒におもちゃで遊びながら楽しい時間を過ごします。開館

日にお手伝い下さる方、おもちゃの修理等をして下さる方、

手作りのおもちゃを作って下さる方、大歓迎です！お気軽に

ご連絡ください。 

▼内容：障がいのあるお子さん、ないお子さんとの遊び相手等 

▼日時：原則毎月第1第3月曜日 12:40～15:30(祝日は休み) 

▼条件：子どもと遊ぶことが好きな方 

▼活動場所：福祉財団ビル3F中央愛児園内 おもちゃの 

図書館｢あいじえん｣（大塚駅） 

▼対象：高校生以上（男女不問） 

▼その他：活動しやすい服装（ボランティアの方専用のエプ

ロンを着用して活動）、ボランティア保険加入必須。 

▼問合せ先：全国心身障害児福祉財団事務局 担当：原 

 TEL 03-5927-1284 FAX 03-5927-1281 

 Eメール gyoumubu@shougaiji-zaidan.or.jp 

 URL http://www.shougaiji-zaidan.or.jp/ 

 

切手の博物館 
目白にある郵便切手専門の博物館です。 

毎月第3日曜日に開催している「体験！切手はり絵」のボラ 

ンティアスタッフを募集します。古切手をはさみで切って、 

のりで貼って作る「切手はり絵」は、お子様からご年配者ま 

で幅広く楽しめるアートです。 

▼内容：講師のサポート役として、お客様の受付、お席への

ご案内、作り方の説明などのほか、道具類の消毒や部屋の

換気、会場の設営と撤収。通常、午前と午後各１名ずつ募

集。博物館にて調整させていただいた上、お手伝いいただ

く方にご連絡をするという仕組みになります。 

▼日時：毎月第3日曜日の①10：00～12：30または②12：30～

15：00 

▼活動場所：切手の博物館（目白駅から徒歩3分） 

▼条件①18歳以上、②年間12回のうち4回は参加可能、③子供

が好きで、子供の目線で対応可能、④博物館のボランティ

ア業務を正しく理解し、協調性を持ち、来館者のために対

応可能、⑤日本語によるコミュニケーションに支障なし、

のすべての条件を満たす方 

▼募集人数：若干名。履歴書ご持参のうえ、簡単な面接を行 

います 

▼その他：交通費支給あり（1回500円） 

▼問合せ先：切手の博物館 

担当：本山・大関 

TEL 03-5951-3331 (10:00～18:00) 

Eメール info@kitte-museum.jp 

 URL https://kitte-museum.jp/ 

 

I・Dさん 
アトピー皮膚炎のため注射を打っており、副作用で足の

節々が痛く、港区の病院まで1人では行けません。外出の付

き添いをしてくださるボランティアを募集したいです。 

▼内容：港区の病院への付き添い 

▼日時：月～土の不定期 11：00～14：00頃 

 ボランティアさんの都合の良い日で日程調整できます。 

▼活動場所：豊島区から港区の病院まで 

▼問合せ先：当センター 

 TEL 03-3984-9375 FAX 03-3981-2946 

 Eメール tomonii@t.toshima.ne.jp 

＜個人＞ 
 

としま子どもキャンプ 
(豊島区学童保育連絡協議会主催) 
としま子どもキャンプは、子どもたちが火おこしに挑戦し

たり、飯ごうでご飯を炊いて食事を作る等、昔ながらのキャ

ンプです。自然の中での様々な体験を通し成長していく、子

どもたちのサポートをしていただける方を募集します。 

▼内容：キャンプボランティア 

▼日時：7月29日（金）～7月31日（日）2泊3日 

▼場所：秩父・あしがくぼキャンプ場 

▼開村式：6月26日（日）、みらい館大明 

▼親子ミーティング：7月17日（日）、みらい館大明 

▼閉村式：9月11日（日）、みらい館大明 

▼条件：大学生・社会人 

▼その他：集合場所（池袋駅周辺）への往復の交通費のみ自

己負担。開村式・親子ミーティング・閉村式には極力参加

(都合がつかない場合、応相談)※詳細については問合せ先へ 

▼締切：7月10日まで 

▼問合せ先：豊島区学童保育連絡協議会 担当：西原 

 TEL 090-3546-8765 

 Eメール naoki.nishihara@gmail.com 
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使用済み切手・書き損じハガキのご寄付ありがとうございました！！ 

＜5月受付：4/26～5/25受付分＞ 28件 2,336ｇ 

高原泰子、近藤尚子、諸岡良彦、林美津江、小峰ひろし、伊藤惠子、 

元気！ながさきの会、ゆいまある、リマナチュラル㈱、日油技研工業㈱、土屋医院、 

特別養護老人ホームアトリエ村、区民ひろば高南第一、区民ひろば豊成、区民ひろば長崎、 

雑司が谷地域文化創造館、千早地域文化創造館、池袋西地区民生委員児童委員協議会、 

区役所(子ども若者課、放課後対策課、税務課、高齢者医療年金課) 

匿名5名                            ※敬称略・順不同 

ボラセン閲覧コーナー 

今月のイチオシ！！ 

豊島区高齢者元気あとおし会員の皆さま！ 

カラー版の手帳に更新済みの方は、溜まったポイントをいつでも手続きが

できて、還元金が受け取れます！ 

これまでのように年1回の更新月を待つ必要は、ありません。 

10ポイントで1,000円の還元金となります。 

こまめに10ポイントでもよし、50ポイント溜めてからでもよし！ 

お好きな時期に交換できます。 

ポイントの交換は予約制です。 

豊島ボランティアセンターへご予約の上、お越しください。 

 

 まだまだ継続している、当プロジェクト。嬉しいことに、青森県からマスクを送ってくださいました！ 

作り始めたきっかけは、やはりマスクの供給不足だそうです。 

＜ 送っていただいた方からのメッセージ ＞ 

     不織布マスクが市場に戻り、安価で買うことも出来ますが、私は二重マスクにしてでも、 

なるべくなら布マスクも使っています。 

楽しいことをたくさん奪われる中で、マスクでのおしゃれはほんの少し、気持ちを明るく 

してくれると思います。 

そしてコロナ禍の為に収入が減り、使い捨てマスクが生活費を圧迫しているご家庭も少な 

くないのではと。 

少しでも皆様の助けになるよう、願っております。 

温かいメッセージと一緒にお預かりさせていただきました。 

これからも、マスクを作り続けてくださるそうです。ご協力ありがとうございます！ 


